條 | 
HH 
中 


本 書 は 取り 扱い 説明 書か ら 注意 文 な ど 、 製 品 の 操作 方 法 に つい て 直接 関係 の な い 部 分 や 余 
白 な ど を 削除 、 修 正 し た も の で す 。 操作 方 法 が 分 か ら なく な っ た が 説明 書 が 手許 に な いと 
か 、 製 品 に 興味 が ある が 操作 方 法 は どの よう に な っ て いる の か 先 に 知り た い 、 と いっ た 場 
合 に お 使い 頂く 事 を 念頭 に 編集 し て お り 、 正 し く お 使い 頂く た め に は 必ず 製品 に 同 柚 さ れ 
て いる 説明 書 を お 読み 下さ い 。 又 、 本 書 が 完全 な 説明 書 で は 無い こと に 対す る クレ ー ム は 
一 切 お 受け 致し ませ ん の で 、 予 め 御 理解 くだ さい 。 


沿 、 正 式 な 説明 書 は 無線 機 販売 店 で ご 購入 いた だ け ま す 。 詳 しく は 下記 の 弊社 ウエ ブサ イ 
ト を ご 参照 くだ さい 。 
http://wwwr.alinco.co.jp/denshi/14.html 
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特定 小 電 力 ハ ン ディ トラ ン シ ー バ ー 
(8 務 人 技術) oo 


ファ ンク ショ ン 


クル ー プ 
スク ラン ブル 


FULL DUPLEX 
< UHFF 誠 
THANSCEIVER 


アル イン コ の トラ ン シ ー バ ー を お 買い 上 げ い た だ きま し て あり が と う 
ご ざい ます 。 本 機 の 機能 を 充分 に 発揮 させ 、 効 果 的 に ご 使用 いた だ く 
た め 、 こ の 取扱 説明 書 を ご 使用 前 に 最後 まで お 読み 下さ い 。 ま た 、 こ 
の 取扱 説明 書 は 大 切 に 保管 し て 下さ い 。 ご 使用 中 の 不明 な 点 や 不具 合 
が 生じ た 時 、 お 役に立ち ます 。 
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保証 書 


使用 前 の ご 注意 


人 使用 前 の ご 注意 $$ を $ 


田 ご 使用 環境 
高温 、 多湿 、 直射 日 光 の 当たる と こる 、 
ほこ り の 多い 場所 は 避け て お 使い くだ 
さい 。 


画 分 明 し な いで 
改造 、 変 更 は 禁止 され て いま す 。 分 解 
し た り 内 部 を 開け る こと は 絶対 に し な 
いで くだ さい 。 


一 ご 使用 禁止 場所 

本 機 は 総務 省 技 術 基 準 和合 品 で す が 、 
使用 場所 に よっ て は 思わ 交 電 波 障 害 を 
引き 起こ すこ と が あり ます 。 次 の よう 
な 場所 で は 使用 し な いで くだ さい 。 
航空 機内 、 空 港 敷地 内 、 新 幹線 車両 内 
な ど 。 ま た 日 本 国内 で の み 使用 し て く 
だ さい 。 


画 交 信貴 離 
交信 の で きる 距離 は 周囲 の 状況 に よっ 
て 大 きく 異な り ます 。 
( 複 信 モ ー ド で は 約 ら 割 ほど 短く な り 
ます 。) 


弄 障 害 物 
本 機 に 採用 され て いる 電波 は 直進 性 が 
高い た め 、 間 に ビル や 橋脚 、 又 は 山 や 
丘陵 等 の 障害 物 が ある と 交信 で きる 距 
柄 が 短く な り ま す 。 


画 水 に つけ な いで 


防水 設計 で は あり ませ ん の で 、 図 の よ 
うな ご 使用 は 避け て くだ さい 。 な お 、 
水 吉 等 が 付い た 時 は 手早く ぬき 取っ て 
くだ さい \。 


使用 前 の ご 注意 


大 体 の 目安 (10mW 時 ) 


海 上 :S3km 

ゲレンデ : ら km 
(見 通し の 良い 所 ) 

郊外 : 1ー ら km 

市 街 地 : 100-800m 


お 使い に な る 前 に 


本 製品 を お 使い に な る 前 に お 読み くだ さい 。 


開 桐 し まし た ら 、 付 属 品 を 確認 し て くだ さい 。 
[_] 電 池 ケ ー ス 

[| スト ラッ プ 

[|] ベル トク リッ プ (ビス 1 本 ) 

[|] 取扱 説明 書 (本 書 ) 


右 乾電池 ケー ス の 取り 付け 


乾電池 ケー ス を 本 体 の 溝 に 合わ せ て 、 矢 
印 の 方 向 に 押さ える よう に 「 カ チッ ] と 
斉 が する まで 押し 込み ます 。 


画 乾電池 ケー ス の 取り 外し か た 


乾電池 ケー ス の ツメ を 押し て 、 矢 印 の 方 
向 に ゆっ くり 引き 抜き ます 。 


リル Z モ オプ ショ ン の ニッ ケル 水素 バッ テリ 
、」 プ に バック も 同じ 方 法 で 着脱 で きま す 。 


お 使い に な る 前 に 


田 乾電池 の セッ ト 


市 販 の 単 き 型 アル カリ 乾電池 3 本 を 、 
ケー スズ 底面 の 「 寺 」]、「 一 」 の 表示 に し た 
が っ て セッ ト し ます 。 


 S を 市販 の 単 3 型 ニ 6 乾電池 は 使 
人 や: . 用 し な いで くだ さ 
: "乾電池 は 同 柱 地 の 断 し いも の を 


使用 し て くだ さい し.・ ・ 
: 高 符 量 の アル カリ 寺 地 を 便 用 し 
て くだ さい 


圏 ニッ ケル 水素 バッ テリ ー パ ッ ク 


@ オ プシ ョ ン 
EBP-52N (3.6V-500mAh) 
EBP-53N (6.0V-500mAh) 
EBP-54N (3.6V-1500mAh) 


KS 昌 バッ テリ ー パ ツク 使用 上 の 注意 

・ バ バッテリー パッ ク は 出荷 時 に は 充電 され て お り ま せん 。 

お 買い 上 げ 後に 充電 し て か ら ご 使用 くだ さい 。 
本 バッ テリ ー を EDC- 105 で 充電 する 時 は 最大 10 時 間 が 必要 で す 。 
充電 は O で ーー40 で の 温度 範囲 内 で お こ な っ て くだ さい 。 

・ バ ッ テ リ ー パ ッ ク の 改造 、 分 解 や 火 中 、 水 中 へ の 投入 は 危険 で すか らし な いで くだ さい 。 | 

バッ テリ ー パ ッ ク の 端子 は 絶対 に ショ ー ト させ な いで くだ さい 。 
機器 が 損傷 し た り 、 バ パッ テリ ー の 発 吾 に よる 火傷 の 恐れ が あり ます 。 

・ 和 必要 以上 の 長 時 間 の 充電 ( 過 充 電 ) は 避け て くだ さい 。 バ パ バッテリー の 性 能 を 低下 させ 
る 恐れ が あり ます 。 

・ バ ッ テ リ ー パ ッ ク の 保存 は 、 一 0 や ~ +45 や の 範囲 で 湿度 が 低く 乾燥 し た 場所 を 
選ん で くだ さい 、。 
それ 以外 の 温度 や 極端 に 湿度 の 高い 所 で は 、 バ ッ テ リ ー の 漏 液 や 、 金 属 部 分 の サビ の 
原因 に な り ま す の で 避け て くだ さい 。 
通常 の 使用 で 約 500 回 の 充電 が 可能 で す が 、 人生 し く 
短い 場合 は 寿命 が つき た も の と 思わ れ ま す 。 新 し いも の に お 取替え くだ さ 

・ 忌 使 用 済み の バッ テリ ー パ ッ ク は 、 環 境 保護 の た め 、 燃 えな い ゴ ミ 0 ulE 科 こ 
ず に 、 当 社 サ ービス 窓口 に 相談 する か 、 また は 電池 回 収 協力 店 へ ご 持参 く だ さい 
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お 使い に な る 前 に 


一 バッ テリ ー の ショ ー ト 防止 
の ご 注意 


バッ テリ ー パ ッ ク を 持ち 運 京 と き に は 、 
端子 ショート させ な いよ うに 注意 し て 


く だ て い 。 
大 電流 が 流れ て 火傷 や 火事 を 起こ す 危 隔 
が あり ます 。 


田 バ ッ テ リ ー の 保管 に つい て 


バッ テリ ー を 保管 する と き は 、 以 下 の こ と に 注意 し て くだ さい 。 


金属 物 を 一 緒 に し っ 織 金 属 メ ッ キ し て いる 奏 詩 針 や 画 夕 な どの 金属 

カバ ン な 左 販 だ な | に 包ん だ り 、 内 側が 金 類 代 鏡子 を 航 れ させ 

いく だ さい 属 加工 の カバ ン な ど | た り 、 電 気 を 通 記 物 が 

の に 直接 入れ た り し な い | ある 場所 に 置 が な い 
<8 き Us で くだ さい 。 


電気 を 通さ な い 物 な ど 
や 氏 で 包ん で くだ さい 。 を 敷い て か ら 、 置 いて く 
だ さい 。 
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お 使い に な る 前 に 


画 簡易 充電 器 @EDC-92 
(EDC-92、EDC-105) の 
充電 方 : 電源 プラ グ 
] 本 機 に ニッ ケル 水素 バッ テリ ー バ パッ | AC ア ダ プ ター プラ グ 
ク を 装着 し ます 。( バ ッ テ リ ー バ パッ ク 
単体 で も 充電 可能 で す ) 
ら 2 AC ア ダ プ ター プラ グ を 充電 器 本 体 
に 接続 し ます 。 


3 充電 時 、 本 機 背 面 の 充電 端子 と 充電 
器 の 端子 と が 接触 する よう に 、 充 電 』 借 EDC-105 
器 の レバ ー で 、① か ら ③ の 位置 を 選 
択 し て くだ さい 。 (バッテリ ー の 種類 
に より 位置 が 異な り ま す ) 

4 電源 プラ グ を 家庭 用 電源 の AC 
100V の コン セン ト へ 接続 し ます 。 

5 充 吉 器 の 赤色 LED が 点灯 し 、 充 起 状 
態 と な り ま す 。 (接続 時 は 常時 充電 状 
態 で す 。) 


レバ ー(① て ③) 


-: 必ず EDC:9 ら と EDC-105 を セッ ト で お 使い くだ さ 
ET、 充 題 中 バッ テリ ー の 温度 が 一 定 以上 高く な る と 、 名 中 が 動作 し 充電 を スト ッ プ 
し ます 。 く 赤色 LED が 消灯 し ます ) その 場合 速やか に 本 機 及 び 、 源 ブラ グ を 取り 
- 、 外し 、 原 因 を 取り 除い て か ら 使用 し て くだ さい 。 

- 簡 電 窪 (EDC- 1 05) を 電 使 用 時 に は 、 必ず 本 機 の 電源 を "OFF" に し て お いて 
くだ さい 。「 

- ・ 鏡 易 角 (EDO- 105) を 便 用 し な い 時 に は 電源 コン セン ト か ら 外し て お いて くだ 
さい 。 1 


ー 他社 製品 の 充電 等 に は 、 絶対 に 使用 し な いで くだ さ . 
- 充電 時 間 は バ ッ テ リ ー パ ツク の 消 毅 状態 及び 人 商 司 に よっ て 鞭 な り ます が 最大 約 10 
- 時 間 必 要 で す 。 ・ 
. 各 バ ッ テ リ ー パ ッ ク の 取扱 説明 書 を 参照 し て くだ さ 
] 本 機 の 充電 端子 を 金属 片 等 で 短 結 させ た りす る こと 、 本 機 に ダメ ー ジ を 与え る 場合 
り ま す 。 
AC100V が 著しく 低下 する と 、 充 吾 で き な い こと が あり ます 。 
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お 使い に な る 前 に 


田 ベル トク リッ プ の 取り 付け 


ベル トク リッ プ を 付属 の ネジ で 本 機 の 背 
面 に 取り 付け ます 。 
確実 に 取り 付け た こと を 確認 し て くだ さい 。 


田 スト ラッ プ の 取り 付け 


ベル トク リッ プ と 本 機 の 溝 の 間 に 右 の 図 
の よう に 取り 付け ます 。 


お 使い に な る 前 に 


た 


本 機 の 各部 の 名 前 と その は た らき を 説明 し ます 。 
男前 面部 


ディ スプ レイ 
周波 数 や 、 各 種 設定 内 容 等 を 表示 
し ます 。 (P.18) 


スス 選 二 カ ー 
消 型 スピ ビー カー が 内 蔵 さ れ て いま す 。 


キー ボー ド 
モー ド の 切り 替え や 、 各 種 設定 に 
使い ます 。 (P.17) 


マイ ク 
マイ ク と 口元 は 約 5cm 離 し て くだ ror 
さい 。 CTpahtcEiy 品 
DJ-R2OD 

一 上 箇 部 


] 主意 アン テ ナ は 外れ な いよ うに な っ て いま す 。 
旬 "アンテ ナ を 回 し た り 、 引 きき 抜 いた り し な 
いで くだ さい 。 


イヤ ホン ジャ ッ ク 
イヤ ホン を 接続 する ジャ ッ ク で す 。 


ダイ ヤル 、[ ボ ポリ ュー ム / グ ルー プ 
(セッ ト )] キ ー 

- ダイ ヤル を 回 し て 、 チ ャ ン ネ ル の 

22 増減 な ど 、 各 種 設定 を し ます 。 

外部 マイ ク を 接続 する ジャ ッ ク で す 。 ダイ ヤル を 押す と 、 音 量 、 グ ルー 
プ No の 設定 、 加 点灯 状態 で は 、 
セッ トモ ー ド で の 項目 選択 が で き 
ます 。 


に 4 


お 使い に な る 前 に 


還 側面 部 


[PT キー 
押す と 送信 し ます 。 離 す と 受信 に 切り 替 わ 
り ま す 。 


[フッ ク (サー チ )(A/B) ] キ ー 

・ 複 信 舞 線 機能 (モー ド ら 2、4) で 呼び 出し 
に 応じ る 時 に 押し ます 。 

・ 空い て いる チャ ン ネ ル を 探し ます 。 
に だ SS) 

・ 語 点 灯 状 態 で は 、 周 波数 帯 (ムーーB) が 
切り 替わり ます 。 
(で ドド BB) 


DC-IN 

外部 電源 接続 端子 で す 。 オ プシ ョ ン の フィ ル 
ター 付き ガー タイ ター ケー ッ ル DGGS6) 
を 接続 し 、 車 中 で 使用 で きま す 。 ジ ャ ッ ク 極 
性 は ピン 中 央 が 二 極 、 外 側が 一 極 で す 。 な お 、 
外部 電源 を 使用 する 場合 は 、DC4.5 一 
DC16.0、1A 以 上 の 安定 化 電 源 を 使用 し て 
くだ さい 。 


お 使い に な る 前 に 


一 キー 配置 


⑤@@O@O 


AS キー 本 作 SSSS 
| ① | ワー] キー 電 注 を ONVOFF し ます 。 
5 各種 設定 の 開始 に 使い ます 。 
の フッ ョ ンジ 約 1 秒間 押し 続け る と キー ロッ ク が で き 
(キー ロッ ク )] キ ー 和 


グル ー プ トー ク 機 能 に 使い ます 。 


[グル ー プ 回 点灯 状態 (※1) で は 、 音 声 反 転機 能 に 


(スク ラン ブル )] キ ー 使い ます 。 


相手 の 声 が 途切れ る と き に 使い ます 。 
④ | [モニ ター (モー ド )] キ ー | 回 京 灯 状 態 で は 、 モ ー ド の 切り 替え に 使 
いま す 。 


※ 1 : 回 点灯 状態 と は 、[ フ ァ ン クシ ョ ン (キー ロッ ク ) ] キ ー を 押し て 、 デ ィ ス 
プレ イ に 回 を 点灯 させ た 状態 で す 。 
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お 使い に な る 前 に 


圏 ディ スプ レイ 


送信 中 に 点灯 し ます 。 


較 チャ ン ネ ル 表 示 に つい て 
@ 単 信 時 (モー ド 1) 
レジ ャ ー、 ビ ジネス 両方 の 2D チ ャ ン ネ ル を 搭載 し て いま す 。 


LO1 b01 
L 表 示 は ( b 表 示 は バ 
ジャ ー タ イジ ビジ ネス タイ プ 

LOg b1 1 


L 表 示 の チャ ン ネ ル で は 、 従 来 の ソレ ジャ ー | b 表 示 の チャ ン ネ ル で は 、 従 来 の ビジ ネス 
タイ プ (9 チャ ン ネ ル 機 ) と 通信 で きま す 。 タイ プ (1 1 チャ ン ネ ル 機 ) と 通信 で きま す 。 


お 使い に な る 前 に 


人 @ 窟 信 時 (モー ド 1 以外 ) 
レジ ャ ー、 ビ ジネス 両方 の 87 チ ャ ン ネ ル を 搭載 し て いま す 。 


ーL10 Db1 ら 
L 表示 は | ( b 表 示 は ( 
レジ ャ ー タ イプ ビジ ネス タイ プ 
ーL18 b29 
チャンネル 18 チ ャ ン ネ ル 


特定 小 和 電力 ト ラン シー バー の 交信 に 関す る 制限 事項 を 説明 し ます 。 


画 一 定 の 時 間 以 上 は 連続 で 送信 で きま せん 。(3 分 制限 ) 
送信 、 受 信 合 わせ て 3 分 以内 で す 。 
1 0 秒 前 に 警告 音 が 喝 り ます 。 (モー ド 5、 
7 設定 時 お よび 受信 時 は 無効 
交信 時 間 が 合計 3 分 に な る と 自動 的 に 交 
信 は 停止 し ます 。 


・3 分 の 交信 時 間 制 限 に より 、 自 動 的 に 交 ! 
信 が 止ま っ た 後 は 、 約 ら 秒 た た な いと 次 ! 
の 送信 は で きま せん 。 

- ビジ ネス チャ ン ネ ル で 送信 出力 を 「LC」 
に し た 場合 、3 分 制限 は 働き ませ ん 。 
(モー ド 1 以外 ) 


か っ デニ 
る 革 


男 受 信 中 は 送信 で きま せん 。 
一 定 の 強 さ の 信号 を 受信 し て いる 時 は 
PTT キ ー を 押し て も 送信 出来 ませ ん 。 
受信 中 に PTT キ ー を 押す と アラ ー ム 音 
が 鳴り 、 送 信 で き な い こと を 知ら せま す 。 
(モー ド 1 設定 時 ) 


で 主 画 ヒー プ 言 量 を 0 に 設定 し て いる 時 、 ア ラー 
人 ご 宮 ム 音 は 只 り ませ ん 。(P.43) 


8 つの 交信 モー ド 


DJ-R20D で 使用 で きる 8 つの 交信 モー ド の 概要 と 


操作 方 法 を 紹介 し ます 。 


……… 各 モ ー ド の 概要 ……… 


ここ で は 8 つの 通信 モー ド の 概要 を 説明 し ます 。 


田 モ ー ド 1 : 単 信 無 線 モ ー ド 国 モ ー ド 2 : 複 信 無 線 モ ー ド 
(P.28) (P.24) 


電話 感覚 で 話 を し な が ら 聞 く こ と も で き 


送信 時 に PTT ボ タン を 押し て 話 を し ま る モー ド で す 。 墓 本 的 に は 1 対 1 の 交信 
す 。 通 話 エ リア 内 で あれ ば 、 チ ャ ン ネ で す が 、 ル ー プ 機能 設定 時 は 、 通 話 エリ 
ル な どか が 合致 すれ ば 全て 受信 で きま す 。 ア 内 の 第 三 者 が 通話 を 間 く こと が で きま す 。 
使用 チャ ン ネ ル : L1、b1 一 1 1 使用 チャ ン ネ ル : L10ー18、b12-29 


男 モ ー ド 3 : 半 複 信 中 継 器 使用 無線 モー ド (P.26) 


| 


中 継 器 を 使っ て 、 通 常 の 交信 で は つなが ら な い 相 手 と 、 モ ー ド 1 ( 単 信 無 線 モ ー ド ) の 
よう に 交信 する モー ド で す 。 
使用 チャ ン ネ ル : L10-18、b12-ー29 


男 モ ー ド 4 : 複 信連 結 中 継 機 使用 無線 モー ド (P.27) 


中 継 語 を 使っ て 、 通 常 の 交信 で は つなが ら な い \ 相 手 と 、 モ ー ド 2 ( 複 信 無線 モー ド ) 
の よう に 交信 する モー ド で す 。 
20 使用 チャ ン ネ ル : L10-18、b12 一 29 


8 つの 交信 モー ド 


較 モ ー ド 5 : 半 複 信 中 継 器 モー ド (P.298) 


モー ド 3 の 中 継 器 と し て 使用 する モー ド で す 。 
使用 チャ ン ネ ル : L10 一 18、b12ー ら 9 


較 モ ー ド 6 : 連結 中 継 器 モー ド (P.30) 2 


モー ド 4、 8 の 中 経 器 と し て 使用 する モー ド で す 。 中 継 器 は 多 段 連 結 が 可能 で 、 遠 
距離 の 通話 に 利用 で きま す 。 
使用 チャ ン ネ ル : L10 一 18、b18-89 


較 モ ー ド 7 : ケア モニ ター モー ド (P.31) 


一 方 の トラ ン シ ー バ ー ( 親 機 ) か ら 他 方 の トラ ン シ ー バ ー ( 子 機 ) の 送信 を 制御 
し ます 。 乳幼児 や 病人 の 監視 な ど に 活用 で きま す 。 
使用 チャ ン ネ ル : L10-18、b12-29 


置 モー ド 8 : 半 複 信連 結 中 継 器 使用 無線 モー ド (P.38) 


通常 の 交信 で は つなが ら な い 相 手 と 中 継 器 を 多段 連結 し て 、 モ ー ド 1 ( 単 信 無 線 モ ー ド ) 
の よう に 交信 する モー ド で す 。 
使用 チャ ヤン ネル : L10 一 18、b12ー298 21 


8 つの 交信 モー ド 


も っ と も 基本 的 な 交信 モー ド で す 。 


| 上 電源 を 入れ る 


パワ ー キ ー を 約 ら 秒 押す と 電源 が 入り ます 。 


電源 を 切る と き は 、 も う 1 度 パ ワー キー 
を 約 2 秒 押し ます 。 


の う 音量 を 調整 する 

① ダ イヤ ルス イッ チ を 1 回 押し ます 。 
ディ スプ レイ に 「voL - 15」 と 表示 
さざれ ます 。 

ダイ ヤル を 回 し て 音量 を 調整 し ます 。 
0 一 380 の 31 段階 で 調整 で きま す 。 
数 字 が 大 きく な る ほど 音量 が 大 きく な 
り ま す 。 

③ ダ イヤ ルス イッ チ を ら 回 押す か 、 そ の 
まま の 状態 で 5 秒 た つと 通常 モー ド に 
戻り ます 。 
し ン モ モー ド 2、 モ ー ド 4 で 外部 イヤ ホン 
・ | ~ を 使用 し な い 場合 は O こ 5 の 6 段階 


の 衣 束 に な り ま す 。 鷺 話 機 の よう に 
耳 に 当て て お 使い くだ さい 


《) チャ ン ネ ル 番 号 を 合わ せる 


ダイ ヤル を 回 し 相手 と 同じ チャ ン ネ ル 番 
号 に 合わ せま す 


3 


和 〒 得 チ ャ ン ネ ル 番 号 の 周波 数 は P.48 


の て 49 を ご 覧 下さ い 。 
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8 つの 交信 モー ド 


《9 受信 する と … 

電源 を 入れ る と 、 受 信 待 ち 受 けが 始ま り 

ます 。 

信号 を 受信 する と スピ ー カ ー か ら 相 手 の 

上 常に シグ ナル 

弄 相 手 の 声 が 途切れ る 場合 メー ター に 表示 
スケ ル チ レ ベル を 変更 する か (P47)、| | 団 し _ 軌 さ れ て いま す 
モニ ター キー を 押し て みて くだ さい 。 en ら o 2 ァァァ の み 


聞き や すく な る こと が あり ます 。 
モニ ター キー を 押す と ⑬ が 点灯 し ま 
す 。 も う 一 度 押 す と 消灯 し ます 。 


2 科 フリ ー チ ャ ン ネル サー チ 中 は 動作 し 
イダ きま Ba。 


6) 送信 する 


信号 を 受信 し て いな いこ と を 確認 し て 
PTT キ ー を 押し ます 。 


ディ スプ レイ に 回 が 点灯 し た ら 、 マ イ ] ロ 
ク 部 か ら 5cm 位 苑 し て お 話し くだ さい 。 


田 が 点灯 し ます 


4 送信 中 .、 シ ク ナ ル メー ター は 日 | 設 
グ 七 下馬 は 5 個 、Lo 設 定時 は 2 個 点 


し ます 。 


| 


⑳ 送信 が 終わ っ た ら 


PTT キー を 離す と 送信 を 終え て 、 受 信 
待ち 受け 状態 に な り ま す 。 

PTT キ ー を 離し た 時 、" ビ ピッ" と いう 音 が 
鳴り ます 。( エ ンド ピー) (P.43) 

これ は 送信 が 終わ っ た こと を 知ら せる 合 
図 で す 。 受信 側 は この 音 が 聞こ える と 、 
次 の 送信 が で きま す 。 
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ドン 


8 つの 交信 モー ド 


電話 感覚 で 交信 で きる モー ド で す 。 
グル ー プ 全員 に 呼び か け 、 一 番 早 く フ ブック キー を 押し た 人 と 通話 し ます 。 
アダ ルー プ 機 能 を ON に し て お く と 交信 し て いる ら 人 以外 の 人 も 2 人 の 会 話 を 聞く こと が 
グ 七 で きま す 。 (P46) 

モー ド 2 に する ひと 自動 的 に 複 信 チ ャ ン ネ ル (レジ ャ ー タ イプ L10CH 以 降 、 ビ ジネス 
タイ プ b18CH 以 降 ) へ 移動 し ます 。 初 期 値 は L10 です 。 


し モー ド 番 号 を 設定 する 
① フ ァ ン クシ ョ ン キ ー を 押し ます 。 
⑧ 申 点灯 中 に モー ドキ ー を 押し ます 。 
③ ダ イヤ ル を 回 し 、 モ ー ド 番号 を ら に 設 


定 し ます 。 
④PTT キ ー を 押し ます 。 


《) チャ ン ネ ル 番 号 ・ グ ルー プ 
番号 を 設定 する 


チャ ン ネ ル 番 号 と グル ー プ 番号 (P.34) 
を 合わ せま す 。 


\ び 出す と き レー 

《) 呼び 出す と き は 
PTT キー を 押す と 10 秒間 「 ブ ルル ル 」 Aa ま 
と いう 音 が し ます 。 | 由 _ 居 
相手 か ら の 返事 を 待ち ます 。 [ 1 
途中 で 呼び 出し を 止め た い 時 は 、 フ > 一 | 「 ブ ルル ル 」 と 
途中 で 呼び 出し を 止め た い 時 は 、 フ ッ ク MI 


キー を 押し ます 。 

の 呼ば れ た と き は 了 
「 ブ ルル ル 」 と いう 呼び 出し 音 が 10 秒 
回 lO ます 骨 -- 
呼び 出し 音 が 鳴っ て いる 間 に フ ッ ク キ ー ロ 7 
人 | 「 プ ルル ル 」 と 
通話 状態 に な り ま す 。( 呼 ば れ た と き は 、 10 秒 間 鳴 り ま す 


通話 エリ ア 内 に いる グル ー プ の 中 で 一 番 
早く フッ クキ ー を 押し た 人 が 通話 出来 ま 
す 。) 

無線 機 は 、 電 話 機 の よう に 耳 に あて て お 
話し くだ さい 、。 


8 つの 交信 モー ド 


G 通話 を 終え る に は 
フッ クキ ー を 押し ます 。 


《⑯ オプ ショ ン の ヘッ ド セ ッ ト 
(EME-12A/13A/15A) 
を 使用 し て いる と き は … 


ヘッ ド セ ッ ト 側 の PTT キー を 押し て 、 
呼び 出し ・ 応 答 ・ 通 話 の 終了 を 繰り 返し 
ます 。 
必 ヘッ ド セ ッ ト も し く は イヤ ホン を 合 
(アグ 


用 し て いる 場合 、 音 量 調整 は 0 一 
30 の 31 段階 と な り ま す 。 


| No | 


置 第 三 者 が 会 話 を 聞く (ルー プ 機 能 
ルー プ 機 能 (P.46) を ON に する と 、 


直接 会 話 に 参加 し て いな い 第 三 者 が 会 話 | | 
を 聞く こと が で きま す 。 た だ し 自分 か ら と 0 
発信 する こと は で きま せん 。 9 ん 8 人 0 


主意 最初 に 呼び 出し を する 無線 機 が ルー 
人 ご プ 機 能 を ON に し な いと 、 第 三 痢 は 


- 会 話 を 聞け ませ ん 。 . 
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通話 モー ド 2 同時 通話 の 「 強制 タイ プ 」 設 定 に つい て 


D - R20D は 、 携 帯電 話 の よう に 呼び 出し 音 を 鳴ら し て か ら 通話 を 始め る 標準 方 式 の 他 、「 強制 タイ プ 」 が 設定 
で きま す 。 この 方 式 で は 、 送 信 ボ タン PIT を 押す と 同時 に 呼び 出し 音無 し で 音声 信号 が 送信 され 、 こ れ に 応答 す 
る と 、 お 互い が 送信 し て いる 間 そ の まま 同時 通話 で 通信 が 行え ます 。 ベ ル 音 の 代わ り に 音声 で 「 メメ さん 、 居 ま 
すか ? 」 の よう に 通話 し た い 相 手 を 直接 呼び 出せ る ほか 、 交互 通話 と 同様 に PTT ボ タン が 押さ れ て いる 間 は 送信 
を 続け る の で 、 雑音 や 通話 場所 の 悪 条件 等 で 通信 状態 が 悪く な っ て も 通話 自体 は 切断 され ず 、 ス ムー ズ に 同時 通 
話 が 行え ます 。( た だ し 3 分 制限 で タイ ム ア ウ ト し た 場合 は 、 一 度 送信 を 停止 し て 、2 秒 後に 自動 的 に 送信 を 再 
開 し ます 。) 
注意 : D」』-R20D を 強制 タイ プ に 設定 変更 し た 場合 、 交 互 通話 中 継 器 へ の アク セス な ど 、 一 部 の 機能 が 使え な く な り ま す 。 下 記 以 外 の 通 
話 モー ド に 設定 を 変更 され る 場合 は 、 一 度 標準 方 式 に 戻し た 後 で 操作 を 行う 必要 が あり ます 。 

[強制 タイ プ 設 定 の まま で モー ド 変更 操作 を し て 、 お 使い に な れる 通話 モー ド ] 
モー ド 1 : 中 継 器 を 介さ な い 直 接 交 互 通話 / モ ー ド 2 : 強制 タイ プ で の 同時 通話 / モー ド 3 : 中 継 器 を 介し て 行う 強制 タイ プ の 同時 通話 


同時 通話 で 強制 タイ プ を 使用 する に は 、 下 記 の 設定 を 行い ます 。 


* 設定 を 始め る 前 に 、 キ ー ロ ッ ク を お 使い で あれ ば 解除 し ( ファ ンク ショ ン ボ タン を し ば らく 押し て カギ の マー ク を 消す )、 イ ヤ ホ ンマ イク な 
ど は 取り 外し て くだ さい 。 
1: 説明 書 P 22 を 参照 し て モー ド 1, 単 信 無 線 モー ド を 選び ます 。 
2: ダイ アル ツマ ミ を 1 度 押し 下げ 、 ダ イア ル を 回 し て uoL の 後ろ の 数 字 を "9 に あわ せま す 。 
3: uoL-9 が 出 て いる 間 に も う 1 回 ダイ アル を 押し 下げ 、 ダ イア ル を 回 し て 点滅 し て いる グル ー プ 番号 を "10' 
に あわ せま す 。 設 定 後 、 点 減 し て いる 番号 ” 10' が 点灯 に 変わ る まで 数 秒 待 ち ま す 。 
全 ファ ンク ショ ン ボ タン を 2 秒 以上 押し つづ ける と 、 カ ギ の マー ク が ディ スプ レイ に 表示 され ます 。 その後 、 
下記 の 順 で ボタ ン を 押し て くだ さい 。 
フッ クキ ー2 回 > モニ ター キー1 回 シフ ァ ン クシ ョ ン キ ー1 回 シダ イア ルツ マミ を 2 回 押し 下げ る 


5: 正しく 操作 が で き て いる と 、 こ こ で 自動 的 に 電源 が 切れ ます 。 電源 を 入れ る と モー ド 2 の 同時 通話 は 強制 
タイ プ で 動作 する よう に な っ て いま す の で 、 説 明 書 P 24、 モ ー ド 2: 複 信 無線 モー ド を 参照 し て 同時 通話 の 
設定 を し ます 。 イヤ ホン マイ ク を お 使い の 場合 は それ を 接続 し て 、 下 記 の アク セ サ リ ー の 使用 方 法 を ご 覧 下 
さい 。 

イヤ ホン マイ ク を 使わ な いで 通話 する に は 、PIT キ ー を 押し ます 。 応答 する 側 も PIT を 押せ ば 、 お 互い が PIT 
を 押し て いる 間 、 同 時 通話 で 通信 で きま す 。 一 人 が PIT を 放し て も 、 相 手 が 話 し て いる 間 は その 声 が 聞こ え 
ます 。 


※ 標 準 の 同時 通話 方 式 に 戻す 場合 は 、 上 記 の 操作 を 繰り 返し 行っ て くだ さい 。 リ セッ ト で は 、 強 制 タ イプ は 解 
除 で きま せん 。 

※ ど ちら の 同時 通話 方 式 で 動作 し て いる か を 確認 する に は 、 モ ー ド 2 の 同時 通話 モー ド で PIT ボタ ン を 押し ま 
す 。「 プル ルル ル 」 と 呼び 出し 音 が 鳴る 場合 は 標準 、 音 が 出 ず 黒 地 に T の マー ク が ディ スプ レイ に 表示 され た 
ら 強制 タイ プ に 設定 され て いま す 。 


アク セ サ リ ー の 使用 方 法 : 


A : EME- 2]A EME- 29A 等 の イヤ ホン マイ ク に 搭載 され て いる PTT-LOCK ス イッ チ を 使う と 、3 分 に 1 度 、2 秒間 タイ ム ア ウ ト す る 以 
外 は 連続 し て ハン ズ フ リー で 通話 が で きま す 。 こ の 設定 の 場合 、 常 に 電波 は 送信 され て いま す 。 

B : EME- 12 13 15A 等 、VOX 機 能 付 き ヘ ッ ド セッ ト で は 、 コ ント ロー ル ボ ックス の 切り 替え を VCOX 側 に し て く だ さい 。 話 す と 送信 、 
黙る と 受信 、 お 互い が 同時 に 声 を 出し て いる 間 は 送受 信 を 一 緒 に 行う 同時 通話 、 と 自動 的 に 動作 が 切り 替わり ます 。 通話 が 終わ 
っ た と き に 鳴る スタ ン バ イ 時 の "ピッ " 音 が 炉 わ し い 場 合 は 、 セ ッ ト モー ド で ビー プ 音 を "0' に 設定 し て くだ さい 。( 説明 書 P 39 
セッ ト モー ド の メニ ュー、P 41 の ビー プ 音 量 設定 )。 尚 、 標 準 の 同時 通話 モー ド で は V び X 側 に 設定 し て いる と ヘッ ド セ ッ ト は 使 
えま せん の で ご 注意 くだ さい 。 

C : EME- 19A で は 以下 の よう に 操作 し ます 。 
* ネ 呼び 出し と 応答 : EME- 19A の コン ト ロール ボッ クス 上 の 黒い ボタ ン を 押し ます 。 上 記 の A 同様 、PTT ロ ッ ク が 掛か り 、 ハ ン 

ズ フ リー で 通話 で きま す 。 

* ネ 通話 の 終了 : 黒い ボタ ン を 再度 押し て ロッ ク を 解除 し ます 。 
尚 、 白 い ボ タン は 無線 機 の PIT と 同様 に 動作 し ます 。( 押し て いる 間 は 送信 、 指 を 放す と 受信 し ます 。 ロ ッ ク は 掛か り ま せん ) 


注意 : イヤ ホン マイ ク や ヘッ ド セッ ト な どの アク セ サ リ ー を 接続 し た 状態 で 、PIT LOCK 又 は VOX を 解除 し な いで 電源 を 入れ る と 
ディ スプ レイ が 全 画 面 表 示 に な り 、 一 切 の 操作 が で き な く な り ま す 。 この と き は アク セ サ リ ー の プラ グ を 一 度 抜い て か ら 電源 を 入れ 
る か 、PTT LOCK や VOX を 解除 し て か ら 電源 を 入れ な お し て くだ さい 。 


8 つの 交信 モー ド 


通常 の 交信 で は 直接 交信 で き な い 場所 に いる 相手 と 中 継 器 を 介し て 


無線 機 の よう に 交信 する モー ド で す 。 


本 8 ae to が 4 ら り 
AichLI1 Bich Ll1 


《D モー ド 番 号 を 合わ せる 


① フ ァ ン クシ ョ ン キ ー を 押し ます 。 

⑧ 申 点灯 中 に モー ドキ ー を 押し ます 。 

③ ダ イヤ ル を 回 し 、 モ ー ド 番号 を 3 に 設 
定 し ます 。 

④PTT キ ー を 押し ます 。 


9 チャ ン ネ ル 番 号 ・ 周 波数 帯 
を 設定 する 


① フ ァ ン クシ ョ ン キ ー を 押し ます 。 

⑧ 品 点灯 中 に A/B キー を 押し て 、A/B 
を 切り 替え ます 。 

チャ ン ネ ル 番 号 は 中 継 器 と 同一 に し ます 
が 、 周 波数 帯 は 中 継 器 と 逆 (中 継 器 が A 
な ら B、B な ら A) に 設定 し ます 。 


《) 交信 する 


PTT キ ー を 押し 続け ます 。 
スピ ー カ ー か ら 「 ツ ツ 」 と いう 音 の あと 
に 「 ビ ビッ 」 と いう 音 が し ます 。 

これ で 中 継 器 が 使用 で きま す 。 


《》 通話 する 


PTT キ ー を 押し な が ら マ イク 部 に 向 か 
っ て お 話し くだ さい 。 

PTT キ ー を 離し ます 。 相 手 が 送信 する 
と スピ ー カ ー よ り 声 が 聞こ えま す 。 


# 


8 つの 交信 モー ド 


通常 の 交信 で は 直接 交信 で き な い 相手 と 、 中 継 器 を 介し て 電話 機 の 
よう に 交信 する モー ド で す 。 
2 
モ が 人 4 年 ご ド 6.86) 民 二 お モー ド 4 
AichL10-1 Bi:chL10-] Bich L15-87 AichL15-27 


0 モー ド 番 号 を 合わ せる 


① フ ァ ン クシ ョ ン キ ー を 押し ます 。 

② 品 点灯 中 に モー ドキ ー を 押し ます 。 

③ ダ イヤ ル を 回 し 、 モ ー ド 番号 を 4 に 設 
定 し ます 。 

④PTT キ ー を 押し ます 。 


9 チャ ン ネ ル 番 号 ・ グ ルー プ 
番号 ・ 周 波数 帯 を 設定 する 


チャ ン ネ ル 番 号 と グル ー プ 番号 は 隣接 す 
る 中 継 器 と 同一 に し ます 。 周 波数 帯 は 隣 
接する 中 継 器 と 逆 (中 継 器 が A な ら B、 
B な ら A) に 設定 し ます 。 


@) 呼び 出す と き は 


PTT キ ー を 押す と 10 秒間 「 プ ルル ル 」 
と いう 音 が し ます 。 

相手 か ら の 返事 を 待ち ます 。 

途中 で 呼び 出し を 止め た い 時 は 、 フ ッ ク 
キー を 押し ます 。 


2 mM 

PTT キ ー を 
押し ます 

りり 口 品 

則 _ 届 

| 「 ブ プル ルル 」 と 

沈 音 が 鳴り ます 


(や 
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8 つの 交信 モー ド 


8 


の 呼ば れ た と き は 


「 ブ ルル ル 」 と いう 呼び 出し 音 が 10 秒 
間 鳴 り ま す 。 呼び出し 音 が 鳴っ て いる 間 
に フッ クキ ー を 押す と 、 通 話 状態 に な り 
ます 。 

無線 機 は 、 電 話 の よう に 耳 に あて て お 話 
し くだ さい 。 


6 話 を 終え る に は 
フッ クキ ー を 押し ます 。 


⑥⑩ オプ ショ ン の ヘッ ド セ ッ ト 
(EME- 12A/193A/15A) 
を 使用 し て いる と き は … 


ヘッ ド セ ッ ト 側 の PT キー を 押し て 、 
呼び 出し ・ 応 答 ・ 通 話 の 終了 を 繰り 返し 
ます 。 

(タモ ヘッ ド セ ッ ト も し く は イヤ ホン を 使 


用 し て いる 場合 、 音 便 調 整 は 0 一 
30 の 31 段階 と な り ま す 。 


8 つの 交信 モー ド 


モー ド 3 の 中 継 器 と し て 使用 する モー ド で す 。 モ ー ド 5 に セッ ト す 
る と 、 自 動 的 に バッ テリ ー セ ー ブ 機 能 が 解除 され ます (セッ トモ ー 
ド で 有効 に すけ る こと も で きま す )。 


モー ド 3 モー ド 5 モー ド 3 
AichL10 BichL10 AichL10 


《D モー ド 番 号 を 合わ せる 


① フ ァ ン クシ ョ ン キ ー を 押し ます 。 

② 申 点灯 中 に モー ドキ ー を 押し ます 。 

③ ダ イヤ ル を 回 し 、 モ ー ド 番号 を 5 に 設 
定 し ます 。 

(④PTT キ ー を 押し ます 。 


の チャ ン ネ ル 番 号 ・ 周 波数 帯 
を 設定 する 
チャ ン ネ ル 番 号 は 無線 機 と 同一 に し ます 


が 、 周 波数 帯 は 無線 機 と 逆 (無線 機 が A 
な ら B、B な ら A) に 設定 し ます 。 


エー 


ルス スモ 中 総 器 は 見 通し の よい 場所 に 設置 し 
二 詳 て くだ さい 。 


= 
品 


モー ド 5 で は 中 継 器 と し て 動作 する 
た め 、 通 淀 の 交信 は で きま せん 。 
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8 つの 交信 モー ド 


オプ ショ ン の レビ ー タ ー ケ ー ブ ル (ADUA78) を 使用 し て モー ド 4 
と モー ド 8 の 中 継 器 と し て 使用 する モー ド で す 。 


画 奇 数 組 の 場合 


MI 
』 
モー ド 4.8 


AichL10-1 BichL10-1 
画 仙 数 組 の 場合 


%D モー ド 番 号 を 合わ せる 


① フ ァ ン クシ ョ ン キ ー を 押し ます 。 
⑧ 蜂 点灯 中 に モー ドキ ー を 押し ます 。 
③ ダ イヤ ル を 回 し 、 モ ー ド 番号 を 6 に 設 
定 し ます 。 
④PTT キー を 押し ます 。 


の チャ ン ネ ル 番 号 ・ グ ルー プ 
番号 ・ 周 波数 帯 を 設定 する 


レビ ー タ ー ケ ー ブ ル で 接続 し て いる 中 継 器 どう し は 、 チ ャ ン ネ ル 番 号 ・ グ ルー プ 
番号 を 異な る 番号 に 、 周 波数 帯 を 同じ に 設定 し ます 。 

逆 に 隣接 し て いる 無線 機 お よび 中 継 器 に 対し て は 、 チ ャ ン ネ ル 番 号 ・ グ ルー プ 番 
号 は 同じ に 、 周 波数 帯 は 逆 ( 隣 援 する 無線 機 お よび 中 継 器 が A な ら B、B な ら A) 
に 設定 し ます 。 


ニー ニー ニー ニニ ーー ニー- ニ ーー ニー ニニ ニー ニー 
通し の よい 場所 に 設置 し て く | る 王 意 3 ド 6 で は 中 継 宮 と し て 動作 す | 
c5】 IM る た め 、 通 常 の 交信 は で きま せん 。 


・ レ ビー ター ケー ブル (ADUA78) 

の 抜き 差し は 、 モ ー ド 6 で 行っ て く 

20 だ さい 。 他 の モー ド で レビ ー タ ー ケ 
ー ブ ル は 合用 し な いで くだ さい 


いい 。 


8 つの 交信 モー ド 


ら 台 の DJ-RH20D を 使用 し 、 片 方 の DJ-H20D( 親 機 ) で も う 
ー 方 の DJ-R20D( 子 機 ) の 送信 を コン トロ ー ル する モー ド で す 。 


親 機 


《) モー ド 番 号 を 合わ せる 


① フ ァ ン クシ ョ ン キ ー を 押し ます 。 

⑧⑨ 器 点灯 中 に モー ドキ ー を 押し ます 。 
③ ダ イヤ ル を 回 し 、 モ ー ド 番号 を アフ に 設 
定 し ます 。 

④PTT キ ー を 押し ます 。 


の ) 周波 数 帯 ・ チ ャ ン ネ ル 番 号 ・ 
グル ー プ 番号 を 設定 する 
周波 数 帯 は 親 機 側 を 「A]、 子 機 側 を 「B」 
に 設定 し ます 。 チャン ネル 番号 と グル ー 
プ 番 号 は 、 そ れ ぞ れ 親 機 と 子 機 で 同じ 番 
号 に 合わ せま す 。 


《) 送信 する 


親 撲 側 の PTT キ ー を 押し 、 す ぐに 離し 
ます 。 
約 @ 秒 後に 子 機 の 送信 が 開始 され ます 。 


6 ※ 信 を 止め る 
も う 一 度 親 機 側 の PT キー を 押し 、 す 


ぐに 郊 し ます 。 
約 ら 秒 後 に 子 機 の 送信 が 終了 し ます 。 


ルル 生子 機 則 か ら 送信 を 途中 で 止め た い 場 
| イ 合 は 、 フ ッ ク キー を 押す と 送信 は 上 上 
まり ます 。 
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ンジ I 


8 つの 交信 モー ド 


通常 の 交信 で は 直接 交信 で き な い 相手 と 、 中 継 器 を 介し て 、 無 線 機 
の よう に 交信 する モー ド で す 。 


中 継 器 


《D モー ド 番 号 を 合わ せる 


① フ ァ ン クシ ョ ン キ ー を 押し ます 。 

② 申 点灯 中 に モー ドキ ー を 押し ます 。 
③ ダ イヤ ル を 回 し 、 モ ー ド 番号 を 8 に 設 
定 し ます 。 

④PTT キー を 押し ます 。 


《) チャ ン ネ ル 番 号 ・ グ ルー プ 
番号 ・ 周 波数 帯 を 設定 する 


チャ ン ネ ル 番 号 と グル ー プ 番号 は 隣接 す 
る 中 継 器 と 同一 に し ます 。 周 波数 帯 は 隣 
接する 中 継 器 と 逆 (中 継 器 が A な ら B、 
B な ら A) に 設定 し ます 。 


《)》 通話 する 


PTT キ ー を 押し な が ら マ イク 部 に 向 
か っ て お 話し くだ さい 

PTT キ ー を 離し ます 。 相 手 が 送 信 す る 
と スピ ー カ より 声 が 聞こ えま す 。 


ウー チ 


| 岬 が 点灯 し ます 


介 利 な 機能 


本 機 の 使用 する と き に 便利 な 機能 を 紹介 し ます 。 


……… 交信 モー ド 列 設定 可能 機 能 一 覧 …… 
各 モ ー ド で 使用 で きる 機能 等 を 紹介 し ます 。 モ ー ド に よっ て は 、 必 
ず 使 用 し な けれ ば な ら な い 機 能 も あり ます の で 、 ご 注意 くだ さい 。 


に # ま サリ 続 
チッ ウト ドル 4 
し に P34. lt 関 s 
に | 4 還 
eo 「 AP.35) 
し ] 隊 a 寺 …WB36 
の 生 し 42 時 ya sI た = ま よ = 
モー ド | 単 信 無 # 

1 IPa28) Bs. PIN II IT 
モー ド | 複 信 無 線 モ ー ド IL10-18 

人 へ 

2 |(P24) b1e-beg 5| メ | RYIW IS 
モー ド | 半 複 信 中 継 器 使用 |L10-18 

3 導 本 モ ー ド P26)|b12-be9| プ 1 マ 7121 7121 21% 
モー ド | 複 信連 結 中 継 器 使用 |L 10-18 有 

4 | 靖 除 =-RP27) lble-be9191 メ 12121%1% 1299 
モー ド | 半 複 信 中 継 器 IL10~-18 較 

5 モー ド (pgg) lblecbegg1 ソ 71 21 人 AIOIXIOIXIO 
モー ド [連結 中 継 器 L10<18 

6 避 こ eS00 Jplas6e911 そ ば |? 2 に | 〇 
二 簡 | 際 めき タ ー MNO8SNB 

2 UENciB 和 IP2PSPISU 人 
モー ド | 投合 中 秋 作用 |L 10-18 

8 |E- ド pg lbnecpeglP1 ワ 1X| 合 |]XIXIXIX|※ 
〇 設定 が 必ず 必要 で す | 
〇 設定 で きま す 
へ チャ ン ネ ル が b12 一 b ら 9 時 に 設定 で きま す 
X 設定 で きま せん 
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便利 な 機能 
同じ グル ー プ の 人 と だ け 交 信 し た い 時 は グル ー プ トー ク を 使い ます 。 
WM グル ー プ トー クモ ー ド に する 


グル ー プ キー を 押し て 、 グ ルー プ ト ー ク 
モー ド に し ます 。 


の グル ー プ 番号 を 合わ せる 


① ダ イヤ ルス イッ チ を ら 回 押し ます 。 

② ダ イヤ ル を 回 し て 相手 と 同じ グル ー プ 
番号 を 1 50 の 中 か ら 合 わせ ます 。 

③PTT キ ー を 押し ます 。 


6) 送信 と 受信 


P.20、81 と 同じ 操作 で 送信 、 受 信 し ます 。 
同じ チャ ン ネ ル 、 同 じ グ ルー プ 番 号 の 人 
同士 の み 交 信 で きま す 。 た だ し 、 グ ルー 
プ ト ー ク に し て いな い 同 じ チ ャ ン ネ ル の 
人 に は 聞か れ て いま す 。 


聞 く こ と だ け 
で きる よ 


グル ー プ 、 ス クラ ン ブ ル ト ー ク 中 も 、 相 手 の 声 は 聞こ えな く て も 同じ チャ ン ネ 
ル の 電波 は 受信 し て いま す 。 


・ 他 の グル ー プ が その チャ ン ネ ル を 近く で 使っ て いる と 、 送 信 で き な い こと が あり 
ます 。 


便利 な 機能 


……… スク ラン ブル トー ク の し か た ……… 


スク ラン ブル トー ク に する と 、 秘 話 機能 が 働き 、 他 の 人 に は 会 話 の 
内 容 は 理解 で き な く な り ま す 。 


0 スク ラン ブル トー ク に する “ 
① フ ァ ン クシ ョ ン キ ー を 押し ます 。 HLY 昌 [ 


@ 蜂 の 点灯 を 確認 し て 、 ス クラ ン ブ ル CO 
キー を 押し て 、 ス クラ ン ブ ル モ ー ド に |( ゆ フ ァ ン クシ ョ ン 


し ます 。 
来 が 点灯 し ます 。 os 
(ンク アメ 
( ツ ② ス クラ ンプ ブル 
キー を 押し ます 
の う ゲ 信 と 受信 
P.G0、 ら 281 と 同じ 操作 で 送信 、 受 信 し 
ます 。 


同じ チャ ン ネ ル 、 同 じ グ ルー プ 番 号 で ス 
クラ ンプ ブ ルト ー ク に し て いる 人 同士 の み 
交信 で きま す 。 ス クラ ン ブ ル 交 信 に し て 
いな い 人 に は 、 声 は 聞こ えま す が 、 内 容 
は わが り ま せん 。 


わか ら な い 
会 話 だ 


了 EYES 
・ 話 を する 相手 も スク ラン ブル トー ク に し て いな いと 、 会 話 の 内 容 は 理解 で きま せん 。 i 
・ モード 2 ら 、 モ ー ド 4、 モ ー ド 5、 モ ー ド 6、 モ ー ド 7 で は この 機能 は 使用 で きま せん 。: 
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便利 な 機能 


テ ャ ン ネル を が 々 と り 交 替え な が ら 、 gb 
交信 で きる 機能 で す 。( モ ー ド 1 の み ) 
の グル ー プ トー クモ ー ド に する 
の ) お 互い の グル ー プ 番号 を 
合わ せる 
フリ ー チ ャ ン ネ ル サ ー チ を 
開始 する 


サー チキ ー を 1 秒 以上 押し 続け る と 、 
フリ ー チ ャ ン ネ ル サ ー チ が 開始 され ます 。 


6》 相手 を 呼び 出す に は 
PTT キ ー を 押し て すぐ 本 し ます 。 空 き チ ャ ン 


ネル を 探し て 、 そ の チャ ン ネ ル で 止ま り 、5 (| 
秒間 送信 状態 と な り 、 相 手 を 呼び 出し ます 。 


G) 相手 か ら 応答 音 が 返っ て くる と 


PTT キ ー を 押し て 送信 し ます 。 


》 サー チ 中 に 信号 を 受信 する と 
受信 し た チャ ン ネ ル で 止ま り 、 し ば らく 区 5 秒間 、 応 答 が な か っ た り 、 交 編 


する と 電子 音 が 鳴り ます 。 そ の 後 、 相 手 . デ 日 生 りさ で の と の チ 
か ら の 信号 を 受信 し ます の で 応答 し て 下 が 再開 され ます 。 


さい 。 
2 フリ ー チ ャ ン ネ ル サ ー チ を 了 フリ ー チ ャ ン ネ ル サ ー チ は L チ ャ 
終了 する 上 ン ネル (LT て L9) と 、5 チ ャ ン 


ネル (p1 一 D1 1) 人 
も う 一 度 サ ー チ キー を 1 秒 以上 押し 続け る SH 
と フリ ー チ ャ ン ネ ル サ ー チ は 終了 し ます 。 だ さい 。 


便利 な 機能 


補 


誤っ て 設定 を 変え て し まう 


[9 5 


ギー 自 交 し で お くさ 、 


《D キー ロッ ク す る 
ファ ンク ショ ン キ ー を 1 秒 以上 押し 続け 
ます 。 
O-n マーク が 表示 され ます 。 1 秒 以 上 


押し 続け ます 


錠 キ oO_n マー ク 点 灯 中 は 以下 の 操作 以 
| ノー 外 は 無効 に な り ます 。 
電源 ON/OFF、 モ ニタ ー、 送 信 、 
| 音 最 設 定 、 キ ー ロ ッ ク 解 除 


@ 周波 数 帯 を 設定 する 


① フ ァ ン クシ ョ ン キ ー を 押し ます 。 

②⑨ 品 が 点灯 し て いる の を 確認 し た あと 、 
フッ クキ ー を 押し て 、Aーー 日 を 切り 
替え ます 。 


37 


便利 な 機能 


電池 の 残 主 が 少な く な る と 、 デ ィ ス プ 
レイ に 電池 マー ク が 点灯 し ます 。 電 池 
マー ク が 点灯 する と すぐ 使え な く な る 
の で 、 新 し い 電 池 と 交換 し て くだ さい 。 


| ロ 
較 | Ll 6 
し J リ 


1 罰 が 点灯 し ます 
5 


Al 


MM リセ ッ ト す る に は 


ファ ンク ショ ン キ ー を 押し な が ら 、 電 源 I′ ファ ンク ショ ン 


を 入れ ます 。 キー を 押し な が ら ・… 


セッ トモ ー ド 


加 種 交信 を より 使い や すく する た め の 機 能 で す 。 


臣 


の る る る 


間 種 機能 を より 使い や すく する た め に 、DJ-RGOD を カス タマ イズ 
する 機能 で す 。 次 の 項目 が 設定 で きま す 。 
連続 送信 設 P.4 1 
ビー プ 音 量 設定 P.41 
操作 音 機能 P.4 ら 
ベル 機能 P.4g 
エン ド ビ ピー 機能 P.43 
アラ ー ム 機能 P.43 

ハル ング アッ プ タ イ マー 機能 P.44 
バッ テリ ー セ ー ブ 機 能 P.44 

パ バッテリー セー ブ プ 機 能 P.45 
(モー ド 5 の み ) 

オー ト パ ワ ー オ フ 機 能 P.45 

ラン プ 機 能 P.46 
ルー プ 機 能 P.46 
スケ ル チ レ ベル 機能 計 人 4/ 
LCD 消 灯 機 能 P.47 
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ON 所 


セッ トモ ー ド は 次 の 方 法 で 設定 し ます 。 


人 ファ ンク ショ ン キ ー を 押し 
Es 


O 


の ) ダイ ヤル スイ ッ チ を 押し ます 。 
セッ トモ ー ド に 入り 、 項 目 が 表示 され ます 。 
@) ダイ ヤル スイ ッ チ を 押し て 、 
設定 する 項目 を 選択 し ます 。 


ダイ ヤル スイ ッ チ を 押す ご と に 項目 の 表 
示 が 変わ り ま す 。 


放 


《9 ダイ ヤル を 回 し て 設定 値 を 
変更 し ます 。 


6 PTT キ ー を 押し ます 。 
これ で 設定 は 完了 で す 。 


難 種 設定 の 詳細 は 次 ペー ジ 以 降 を ご 
くだ さい 。 


セッ トモ ー ド 


蛋 寺 ド 2ー ーB の ビジ ネス チャ ン ネ ル (b12ー ー29) 設定 時 に 、 送 信 
の 出力 を 10mW か ら 1mW に 送信 出力 を 抑 える こと に より 、9 分 間 
の 通話 制限 が 解除 ご ぐれ 、 連 続 通 話 が 可能 に な り ま す 。 

(モー ド 1 で は 連続 送信 は で きま せん ) 


@》 連続 送信 設定 に 合わ せる 


①[ フ ァ ン クシ ョ ン ] キ ー を 押し ます 。 

⑧ 蜂 点灯 中 に ダイ ヤル スイ ッ チ を 1 回 押 
し て 、「Pow 日 | が 表示 され る の を 
認 し ます 。 


《) 連続 送信 設定 を 切り 替え る 


ダイ ヤル を 回 し て 連続 送信 (HI 一 …Lo) を 切り 替え ます 。 
初期 設定 は [Hil で す 。 
LOW パワ ー 設 定時 「.」 が 点灯 し ます 。 


3 注 責 連 話 距 覆 が 短く な り ま す の で 、 連 続 
で AM 
し て くだ さ 


くそ LOW パ ワー 設定 時 、 ビ ジネス タイ 
プ の 被 信 チャ ン ネ ル (D12 一 b29) 
は 、3 分 制限 な く 、 通 話 で きま す 。 


本 機 か ら 鳴る ビー プ 音 の 音量 を 設定 し ます 。 


《) ビー ブ 音 量 設定 に 合わ せる 


①[ フ ァ ン クシ ョ ン ] キ ー を 押し ます 。 

②⑨ 品 点灯 中 に ダイ ヤル スイ ッ チ を ら 回 押 
し て 、「bEEP」 が 表示 され る の を 確認 
し ます 。 


の ビー 音量 を 設定 する 


2 
音 の 音 旦 は Dー ら 5 の 間 で 選択 で きま す 。 
所 仁 は NG 生け すべ て の ビー プ 音 が 鳴ら な く な り ま す 。 
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還 和 剛 


@ 探 作 音 機能 に 合わ せる 


① ぶ [ファンクション } キ ー を 押し ます 。 

②⑧ 蜂 点灯 中 に ダイ ヤル スイ ッ チ を 3 回 押 
し て 、「Sound」 が 表示 され る の を 確 
認 し ます 。 


の ) 操作 音 機能 を 切り 替え る 


ダイ ヤル を 回 し て 、on goFF を 切り 替え ます 。 
初期 状態 は on で す 。 


トト ルト エエ エエ 


呼び 出さ れ た こ と を 表示 と ペル 音 で お 知 ら せ す る 機 で す 。 


プア 
』 久 も ベル 機能 は モー ド ] の み 有 効 で す 。 


WM ベル 機能 に 合わ せる 


①[ フ ァ ン クシ ョ ン ] キ ー を 押し ます 。 

⑧ 占 点灯 中 に ダイ ヤル スイ ッ チ を 4 回 押 
し て 、「bELL」 が 表示 され る の を 確認 
し ます 。 


の ベル 機能 を 切り 替え る 


ダイ ヤル を 回 し て 、onoFF を 切り 替 
えま す 。 初期 状態 は OFF で す 。 マ ー ク 点 
灯 中 に 呼び 出さ れる と マー ク が 点滅 し 呼 
び 出 し 音 が 鳴り ます 。 


セッ トモ ー ド 


PTT キ ー を 離し た と き の " ピ ビッ 音 の on ン oFF の 説 Z 定 を し ます 。 


必 を エン ド ビ ピー 機能 は モー ド 1 、3、 で の み 有 効 で す 。 


| エン ドビー 機能 に 合わ せる 


①[ フ ァ ン クシ ョ ン ] キ ー を 押し ます 。 

② 品 点灯 中 に ダイ ヤル スイ ッ チ を ら 5 回 押 
し て 、「EndP」 が 表示 され る の を 確認 
し ます 。 


の エン ド ビ ピー 機能 を 切り 替え る 


ダイ ヤル を 回 し て 、on/oFF を 切り 替え ます 。 
初期 状態 は on で す 。 
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モー ド 5 で 約 秒 間 電 波 が 消え る と の の 0 ッ プ タイ マー が 0 秒 の 
場合 ) 中 継 動作 が 終わ り 初期 状態 に 戻っ て し まい ます が 、 こ の 機能 
on に する と 電波 が 消え て か ら も 約 8 秒間 は 中 継 動作 を 保持 し ます 。 


《》 アラ ー ム 機能 に 合わ せる 


①[ フ ァ ン クシ ョ ン ] キ ー を 押し ます 。 

⑧ 占 点灯 中 に ダイ ヤル スイ ッ チ を 65 回 押 
し て 、「ALm」 が 表示 され る の を 確認 
し ます 。 


の ) アラ ー ム 機能 を 切り 替え る 
ダイ ヤル を 回 し て アラ ー ム 機能 の on ノ oFF を 切り 替え ます 。 
初期 状態 は OFF で す 。 


有り の りら の を kdE ド 5 の み 有 


セッ トモ ー ド 


、……… ハン グ ア ッ プ タ イ マー 機能 …… 


信号 が 途切れ て も 、 一 定時 間 送信 を 続け る 機能 で す 。 
! 必 モ ハン グ ア ッ プ タ イ マー 機 能 は モー ド 5 の み 有 効 で す 。 ーー 


《》 ハン グ ア ッ プ タ イ マー 機能 
こ 合 わせ る 
①[ フ ァ ン クシ ョ ン ] キ ー を 押し ます 。 
② 申 点灯 中 に ダイ ヤル スイ ッ チ を 7 回 押 
し て 、「HUP] が 表示 され る の を 確認 し 
ます 。 


の ハン グ ア ッ プ タ イ マー を 切 
り 替 える 
ダイ ヤル を 回 し て ハン グ ア ッ プ 時 間 を 変更 し ます 。 


ハル ング アッ プ 時 間 は 0 秒 、0.5 秒 、 } 秒 、 ら 秒 か ら 選 択 で きま す 。 
初期 設定 は 0 秒 で す 。 


に 


すき 」 


 ……… パ バッテリー セー プ 機 能 ……… 


待ち 受け 状態 が 5 秒 以上 続く と 、 内 部 電源 を 定期 的 に on ン oFF さ せ 
て 電池 の 消費 を 少な くす る 機 E で す 。 


《》 バッ テリ ー セ ー プ 機能 に 合 
わせ る 
4 『1 
①[ フ ァ ン クシ ョ ン ] キ ー を 押し ます 。 
@ 蜂 点灯 中 に ダイ ヤル スイ ッ チ を 8 回 押 と に し 


し て 、「bS] が 表示 され る の を 確認 し | 4 4 
ます 。 


の ) バッ テリ ー セ ー ブ 機 能 を 切 
り 替 える 
ダイ ヤル を 回 し て 、on.ZoFF を 切り 替え ます 。 


初期 設定 は on で す 。 
バッ テリ ー 機 能 が oFF 設 定時 は 「 一 」 が 点灯 し ます 。 


IF 


セ ド モ テ ド 


……… /( ッ テリ ー セ - 杉 モ - ド 5 ト 基 09) …… 
待ち 受け 状態 が 5 秒 以上 続く と 、 内 部 電源 を 定期 的 に onoFF さ せ 
て 電池 の 消費 を 少な くす る 機能 で す 。 


⑩ バッ テリ ー セー ブ プ 機 能 に 合 


①[ フ ァ ン クシ ョ ン 】 キ ー を 押し ます 。 

② 申 点灯 中 に ダイ ヤル スイ ッ チ を 9 回 押 
し て 、「m5 一 bS」 が 表示 され る の を 
確認 し ます 。 


の バッ テリ ー セ ー フ 機能 を 切 


ダイ ヤル を 回 し て 、on ン 0oFF を 切り 替え ます 。 
初期 設定 は OFF で す 。 
バッ テリ ー 機 能 が oFF 設 定時 は 「 一 ] が 点灯 し ます 。 


電源 スイ ッ チ の 切り 忘れ を 防ぐ 機 で す 。 APO が 設定 され て いる と 
さき に 無 操作 の 状態 が 設定 時 間 続 く と 、 ビ ー プ 音 が 噂 り 、 自 動 的 に 本 
機 の 電源 が 切れ ます 。 


⑩ ヨー 由 齋 選 オフ 機能 に 合 


(①[ フ ァ ン クシ ョ ン ] キ ー を 押し ます 。 

⑨ 占 点灯 中 に ダイ ヤル スイ ッ チ を 9 回 
(モー ド 5 で は 10 回 ) 押し て 、「APo」 
が 表示 され る の を 確認 し ます 。 


オー ト パ バ パワー オノフ 機 能 を も 
の オー トバ 機能 切 


ダイ ヤル を 回 し て APO 時 間 を 変更 し ます 。 | 
APO 時 間 は 0 分 、30 分 、60 分 、80 分 か ら 選 択 で きま す 。 
初期 設定 は [O] で す 。 
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ディ スプ レイ 照明 の on/oFF を 設定 し ます 。 on 設定 時 は 、 い ずれ 
か の キー 操作 を する と ディ スプ レイ の 照明 が 自動 的 に 点灯 し 、 無 操 
作 状 態 が 5 秒間 続く と 自動 的 に 消灯 し ます 。 


%0 ラン プ 機 能 に 合わ せる 


①[ フ ァ ン クシ ョ ン 」 キ ー を 押し ます 。 

⑧ 蜂 点灯 中 に ダイ ヤル スイ ッ チ を 10 回 
(モー ド 5 で は 11 回 ) 押し て 、 
「LAmP」 が 表示 され る の を 確認 し 
ます 。 


の ラン プ 機 能 を 切り 替え る 


ダイ ヤル を 回 し て 、onoFF を 切り 替え ます 。 
初期 設定 は on で す 。 


ae 


モー ド ら 、4 で 、 交 信 し て いる どら 人 以外 の 人 も ら 人 の 会 話 が 聞こ える 
様 に な る 機能 で す 。 


0 ルー プ 機 能 に 合わ せる 


①[ フ ァ ン クシ ョ ン ] キ ー を 押し ます 。 

@ 旬 点灯 中 に ダイ ヤル スイ ッ チ を 11 回 
(モー ド 5 で は 12 ら 回) 押し て 、 
『AFLooP」 が 表示 され る の を 確認 し 
ます 。 


の ルー プ 機 能 を 切り 替え る 


ダイ ヤル を 回 し て 、onoFF を 切り 替え ます 。 
初期 状態 は OFF で す 。 


る 主意 モー ド 4 で は 失 方 の 機器 の み に ル ー 
や プ 獲 能 を セッ ト し て くだ さい 。 両 方 


の 機 宮 に ルー プ 機 能 を セッ ト す る 
と 、 ハ ウリ ング が 発生 し ます 。 
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セッ トモ ー ド 


CO KO を プー 2 
受信 時 信 号 の な いと き の " ザ ー "と いう 雑音 を 消す 機 で す 。 


| スケ ル チ レ ベル 設定 に 合 
せる 


①[ フ ァ ン クシ ョ ン ] キ ー を 押し ます 。 

② 占 点灯 中 に ダイ ヤル スイ ッ チ を 1 回 
(モー ド 5 で は 18 回 ) 押し て 、「SqL] 
が 表示 され る の を 確認 し ます 。 


の スケ ル チ レ ベル を 切り 替え る 
ダイ ヤル を 回 し て スケ ル チ レ ベル を 変更 し ます 。 


スケ ル チ の レベ ル は 1 5 の 間 で 設定 し ます 。 
初期 設定 は 3 で す 。 


この 機能 を OFF に する と モー ド 2、4、5、 ら で 同時 馬 話 状態 に な っ 
た 時 、LCD の 表示 を 消灯 させ る 機能 で す 。 
区 2 


包 千 受信 草 に ノイ ス が 浸 じ っ て いる 時 な ど に この 機能 を 使用 する と ノイ ズ が 無く な る 事 が あ 
: り ま す 。 


エーーーーー 


《) LCD 消灯 機 能 に 合わ せる 


①[ フ ファンクション] キー を 押し ます 。 

② 占 点灯 中 に ダイ ヤル スイ ッ チ を 18 回 
(モー ド 5 で は 14 回 ) 押し て 、「Lcd] 
が 表示 され る の を 確認 し ます 。 


の LCD 消 灯 機 能 を 切り 替え る 


ダイ ヤル を 回 し て 、on グ oFF を 切り 替え ます 。 
初期 状態 は on で す 。 
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付 銀 


本 製品 の 補足 事 項 を 記載 し て いま す 。 


422.2000 
人 4 らら. ど 1 らら 5 


422.22550 
還 蛇 曜 拓 


422.2375 
428.2500 
人 4 らら . ど 6 どら 
42 ら どど 750 
42 ら .2875 


| 9. | 422.3000 


Re 
421.8375 
421.8500 


P 由 | 


(MHz) 


422 1 625 
422 ] フ 50 


いて の トー 


421.5875 440.0375 
14. 
15. 421.6125 440.0625 
421.6250 440.0750 
440.0875 
18. 
19. 421.6625 440.1125 
440.1250 
EN 
421.7000 440.1500 
421 7125 440.1625 
421 7500 
42] .7625 440.2125 
421 7875 440.2375 
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| 
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本 製品 の オプ ショ ン 製 品 の 一 覧 で す 。 


ADUA78 
EBP-5 ら 2N 
EBP-53N 
EBP-54N 
EDC-36 
EDC-3Z 
EDC-43 
EDC-988 
EDC-105 
※ EMS-9 
EME-6 
EME-12A 
EME-13A 
EME-15A 
EME-18A 
※ EME-20 
ESC-37 


必 四 デ の ゲ ケーブ ラル 

ニッ ケル 水素 パッ テリ ー パ ッ ク (3.6V 590mAh) 
ニッ ケル 水素 バッ テリ ー パ ッ ク (6.0V 500mAh) 
ニッ ケル 水素 バッテリー パッ ク (3.6V 1500mAh) 
フィ ルター 付き シガー ライ ター ケー ブル (DC12V 系 ) 
基地 局 用 DC ケー ブル (DC12V 系 ) 

ジ ツジ カ ー ラ イ ウ ター ケー ラル (PD612V 系 ) 

簡易 充電 器 (ウォ ー ル チャー ジャ ー) 

置 型 簡易 スタ ンド 

入選 王 カ ーー マイ ク の 

プチ 型 イ ヤ ホ ン 

VOX 付 き ヘ ッ ド セッ ト (ヘッ ド ホ ンタ イプ ) 
VOX 付 き ヘ ッ ド セッ ト (イン ナー タイ プ ) 
VOX 付 き タ イ ピ ンマ イク 

2 パッド セ ッ ト (ベッ ド 小 シタ イブ ) 

イヤ ホン マイ ク 

デジ ド ゲ ー ス 


※EH は 複 信 通信 モー ド で は 使用 で きま せん 。 
複 信 通信 モー ド で は EME-12A/EME- 13A/EME-15A を 使用 し て 
くだ さい ( 単 信 モ ー ド で も 兼用 で 使用 で きま す )。 

多 必 ず EDC-98 と EDC-105 を セッ ト で お 使い くだ さい 。 


+ 呼び 出し 
応答 


1 ん モ EME- 1 9A を モー ド 2 ( 視 信 無 提 モ ー ド ) で ご 使用 に な る 場合 は 、 悦 作 方 法 が EME. 
全 グ 12A/13A/1 5A と 異な り ま す 。 


黒い ボタ ン を オン に し ます 。 
黒い ポ ボタ ン を オン に し ます 。 


通話 の 終了 墨 い ボタン を オフ に し 、 白 い ボ タン を 押し ます 。 
通話 し て いな いと き は 、 黒 い ポ タン を オフ に し 、 次 の 呼び 出し を 待ち ます 。 


電源 を 入れ て PIDZYGDTDR 
も 何 も 表示 し | 電池 が 消耗 し て いる 。 PBP き ウ コ POP し い 
乾電池 に 交換 し て くだ さい 。 バ ッ 
テリ ー バ パッ ク を ご 使用 の 場合 は 充 
電 し て くだ さい 
スピ ー カ ー か | 相手 と チャ ン ネ ル が 違う 。 | チャ ン ネ ル を 合わ せ て くだ さい 。 
ら 音 が 出 な い 。 チャ ン ネ ル が わか ら な いと き は 、 
フリ ー チ ャ ン ネ ル サ ー チ で 呼び 出 
され る の を 待っ て くだ さい 。 
受信 し な い 。 | グル ー プ 番号 が 違う 。 ” | グルー プ 番 号 を 合わ せ て くだ さい 
交信 距離 を 目安 に 交信 し て くだ さい 
和 相 を 「 ロ | に し て いる 。 音量 設定 を 適当 な 位置 に 合わ せ て 
くだ さい 。 
PTT ス イッ チ を 押し て 送信 中 | PTT ス イッ チ を 苑 し て くだ さい 。 


送信 で き な い 。 | 信号 を 受信 し て いる 。 信号 が な く な る の を 待っ て か ら 送 
信 す る か 、 チ ャ ン ネ ル を 変え て く 
だ さい 
交信 制限 時 間 を 超過 し て いる 。 PTT ス イ ッ チ を 離し 、 ら 秒 人 
か ら 、 再 度 送信 し て くだ さ 
PTT ス イッ チ を 押し な が ら 電 | PTT ス イッ チ を 押し 直 あき 
源 を 入れ た 。 さい )。 
フリ ー チ ャ ン ネ ル サ ー チ で 空い て 
いる チャ ン ネ ル を 探し て くだ さい 


キー ロッ ク を 解除 し て くだ さい 


フリ ー チ ャ ン ネ | モー ド 1 以外 の モー ド に な っ | モー ド 1 に 設定 し て くだ さい 。 
ル サ ー チ が ス | て いる 。 
ター ト し な い 。 


る 上 記 の 処置 を 施し て も な お 異常 が 続く 場合 は 、P.38 を 参照 し て 
リセ ッ ト (初期 化 ) し て くだ さい 

電池 が 激しく 消耗 し て いる と 、 ま れ に 誤動作 する こと が あり ます 。 
動作 が お か し い 時 に ディ スプ レイ の 電池 マー ク が 点灯 し て いた ら 、 電 
池 を 交換 し て くだ さい 。 正常 な 状態 に 戻る 場合 が あり ます 。 
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送受 信 ) 流 数 。 421.8125 一 421.9125MHz 
らい ー 422.2000 一 422.3000MHz 

こい 440.2625 一 440.3625MHz (12.5kHz ス テッ プ ) 
421.5750 一 421.7875MHz 
422.0500 一 422.1750MHz 
440.0250 一 440.2375MHz (12.5kHz ス テッ プ ) 


直政 出力 雇 絆 | 100mw 以 上 
消費 電 "| 送信 時 約 75mA (10mA) 、 約 65mA(1mA) 
2 受信 定格 出力 時 (50mW) 約 100mA 
議 計 当 受信 待ち 受け 時 約 55mA 
較 こ “ご 3| バッ テリ ー セ ー ブ 時 (平均) 約 27mA 
価 方 式 上 議 | 単 信 方 式 
に 半 複 人 方 式 複 人 方 式 
DC3.6V-DC6.0V 
| DC4.5V-DC16.0V 
較 | -10Cー+50C 
許 | 1sLIF 21.7MHz2nd IF 450kHz 
「 RI 56 (W) x102 (H) X28 (D) mm( 突 起 物 含む ) 
180g( 乾 電池 含む ) 


52 


通話 モー ド 2 同時 通話 の 「 強制 タイ プ 」 設 定 に つい て 


D - R20D は 、 携 帯電 話 の よう に 呼び 出し 音 を 鳴ら し て か ら 通話 を 始め る 標準 方 式 の 他 、「 強制 タイ プ 」 が 設定 
で きま す 。 この 方 式 で は 、 送 信 ボ タン PIT を 押す と 同時 に 呼び 出し 音無 し で 音声 信号 が 送信 され 、 こ れ に 応答 す 
る と 、 お 互い が 送信 し て いる 間 そ の まま 同時 通話 で 通信 が 行え ます 。 ベ ル 音 の 代わ り に 音声 で 「 メメ さん 、 居 ま 
すか ? 」 の よう に 通話 し た い 相 手 を 直接 呼び 出せ る ほか 、 交互 通話 と 同様 に PTT ボ タン が 押さ れ て いる 間 は 送信 
を 続け る の で 、 雑音 や 通話 場所 の 悪 条件 等 で 通信 状態 が 悪く な っ て も 通話 自体 は 切断 され ず 、 ス ムー ズ に 同時 通 
話 が 行え ます 。( た だ し 3 分 制限 で タイ ム ア ウ ト し た 場合 は 、 一 度 送信 を 停止 し て 、2 秒 後に 自動 的 に 送信 を 再 
開 し ます 。) 
注意 : D」』-R20D を 強制 タイ プ に 設定 変更 し た 場合 、 交 互 通話 中 継 器 へ の アク セス な ど 、 一 部 の 機能 が 使え な く な り ま す 。 下 記 以 外 の 通 
話 モー ド に 設定 を 変更 され る 場合 は 、 一 度 標準 方 式 に 戻し た 後 で 操作 を 行う 必要 が あり ます 。 

[強制 タイ プ 設 定 の まま で モー ド 変更 操作 を し て 、 お 使い に な れる 通話 モー ド ] 
モー ド 1 : 中 継 器 を 介さ な い 直 接 交 互 通話 / モ ー ド 2 : 強制 タイ プ で の 同時 通話 / モー ド 3 : 中 継 器 を 介し て 行う 強制 タイ プ の 同時 通話 


同時 通話 で 強制 タイ プ を 使用 する に は 、 下 記 の 設定 を 行い ます 。 


* 設定 を 始め る 前 に 、 キ ー ロ ッ ク を お 使い で あれ ば 解除 し ( ファ ンク ショ ン ボ タン を し ば らく 押し て カギ の マー ク を 消す )、 イ ヤ ホ ンマ イク な 
ど は 取り 外し て くだ さい 。 
1: 説明 書 P 22 を 参照 し て モー ド 1, 単 信 無 線 モー ド を 選び ます 。 
2: ダイ アル ツマ ミ を 1 度 押し 下げ 、 ダ イア ル を 回 し て uoL の 後ろ の 数 字 を "9 に あわ せま す 。 
3: uoL-9 が 出 て いる 間 に も う 1 回 ダイ アル を 押し 下げ 、 ダ イア ル を 回 し て 点滅 し て いる グル ー プ 番号 を "10' 
に あわ せま す 。 設 定 後 、 点 減 し て いる 番号 ” 10' が 点灯 に 変わ る まで 数 秒 待 ち ま す 。 
全 ファ ンク ショ ン ボ タン を 2 秒 以上 押し つづ ける と 、 カ ギ の マー ク が ディ スプ レイ に 表示 され ます 。 その後 、 
下記 の 順 で ボタ ン を 押し て くだ さい 。 
フッ クキ ー2 回 > モニ ター キー1 回 シフ ァ ン クシ ョ ン キ ー1 回 シダ イア ルツ マミ を 2 回 押し 下げ る 


5: 正しく 操作 が で き て いる と 、 こ こ で 自動 的 に 電源 が 切れ ます 。 電源 を 入れ る と モー ド 2 の 同時 通話 は 強制 
タイ プ で 動作 する よう に な っ て いま す の で 、 説 明 書 P 24、 モ ー ド 2: 複 信 無線 モー ド を 参照 し て 同時 通話 の 
設定 を し ます 。 イヤ ホン マイ ク を お 使い の 場合 は それ を 接続 し て 、 下 記 の アク セ サ リ ー の 使用 方 法 を ご 覧 下 
さい 。 

イヤ ホン マイ ク を 使わ な いで 通話 する に は 、PIT キ ー を 押し ます 。 応答 する 側 も PIT を 押せ ば 、 お 互い が PIT 
を 押し て いる 間 、 同 時 通話 で 通信 で きま す 。 一 人 が PIT を 放し て も 、 相 手 が 話 し て いる 間 は その 声 が 聞こ え 
ます 。 


※ 標 準 の 同時 通話 方 式 に 戻す 場合 は 、 上 記 の 操作 を 繰り 返し 行っ て くだ さい 。 リ セッ ト で は 、 強 制 タ イプ は 解 
除 で きま せん 。 

※ ど ちら の 同時 通話 方 式 で 動作 し て いる か を 確認 する に は 、 モ ー ド 2 の 同時 通話 モー ド で PIT ボタ ン を 押し ま 
す 。「 プル ルル ル 」 と 呼び 出し 音 が 鳴る 場合 は 標準 、 音 が 出 ず 黒 地 に T の マー ク が ディ スプ レイ に 表示 され た 
ら 強制 タイ プ に 設定 され て いま す 。 


アク セ サ リ ー の 使用 方 法 : 


A : EME- 2]A EME- 29A 等 の イヤ ホン マイ ク に 搭載 され て いる PTT-LOCK ス イッ チ を 使う と 、3 分 に 1 度 、2 秒間 タイ ム ア ウ ト す る 以 
外 は 連続 し て ハン ズ フ リー で 通話 が で きま す 。 こ の 設定 の 場合 、 常 に 電波 は 送信 され て いま す 。 

B : EME- 12 13 15A 等 、VOX 機 能 付 き ヘ ッ ド セッ ト で は 、 コ ント ロー ル ボ ックス の 切り 替え を VCOX 側 に し て く だ さい 。 話 す と 送信 、 
黙る と 受信 、 お 互い が 同時 に 声 を 出し て いる 間 は 送受 信 を 一 緒 に 行う 同時 通話 、 と 自動 的 に 動作 が 切り 替わり ます 。 通話 が 終わ 
っ た と き に 鳴る スタ ン バ イ 時 の "ピッ " 音 が 炉 わ し い 場 合 は 、 セ ッ ト モー ド で ビー プ 音 を "0' に 設定 し て くだ さい 。( 説明 書 P 39 
セッ ト モー ド の メニ ュー、P 41 の ビー プ 音 量 設定 )。 尚 、 標 準 の 同時 通話 モー ド で は V び X 側 に 設定 し て いる と ヘッ ド セ ッ ト は 使 
えま せん の で ご 注意 くだ さい 。 

C : EME- 19A で は 以下 の よう に 操作 し ます 。 
* ネ 呼び 出し と 応答 : EME- 19A の コン ト ロール ボッ クス 上 の 黒い ボタ ン を 押し ます 。 上 記 の A 同様 、PTT ロ ッ ク が 掛か り 、 ハ ン 

ズ フ リー で 通話 で きま す 。 

* ネ 通話 の 終了 : 黒い ボタ ン を 再度 押し て ロッ ク を 解除 し ます 。 
尚 、 白 い ボ タン は 無線 機 の PIT と 同様 に 動作 し ます 。( 押し て いる 間 は 送信 、 指 を 放す と 受信 し ます 。 ロ ッ ク は 掛か り ま せん ) 


注意 : イヤ ホン マイ ク や ヘッ ド セッ ト な どの アク セ サ リ ー を 接続 し た 状態 で 、PIT LOCK 又 は VOX を 解除 し な いで 電源 を 入れ る と 
ディ スプ レイ が 全 画 面 表 示 に な り 、 一 切 の 操作 が で き な く な り ま す 。 この と き は アク セ サ リ ー の プラ グ を 一 度 抜い て か ら 電源 を 入れ 
る か 、PTT LOCK や VOX を 解除 し て か ら 電源 を 入れ な お し て くだ さい 。 


DR20D レビ ピーター ケー ブル 仕様 書 (の /-〆/Z 夫 雪 用 ) 


の 2. 5 ステ レオ プラグ の 3. 5 ステ レオ プラ グ 


(kN.C= ニ ケー ブル に 接続 せ ず 、 空け た まま に し て 下さ い ) 


この 度 は 半 社 DT 一 R20D 弄 特定 小 電 力 無線 機 を お 買い 求め 頂き 誠に 有難 御座い 
ます 。 本 機 の 連結 中 継 機能 を お 使い 頂く 為 の 接続 ケー ブル (レビ ピー ター ケー プ ブル) に 
つい て 以下 ご 説明 致し ます 。 間 

1: レ ビー ター ケー ブル は 1 セッ ト で 2 本 必要 で す 。 弊社 オプ ショ ン ア グセ サリ ー の 
AD りー 78 は 80cm 長 の ケー ブル 2 本 セッ ト で す 。 

2: ケ ー ブ ル セッ ト を 自作 され る 場合 、 市 販 の オー ディ オ 機 器用 等 に 汎用 され て い 
る 太 さ (2 一 3mm 径 ) の 1 芯 シ ー ル ド 線 を お お 使い 下さ い 。 電子 機器 内 部 に 使用 する 細 
いも の は 減衰 量 が 大 きく な り 使用 出来 な い 場合 が 有り ます 。 

3: ケ ー ブ ル 長 は 任意 で す 。 設計 時 に 200m 長 まで 動作 確認 し て いま ず が 、 ご 使 
用 に な る ケー ブル の 太 さ や 長 さ 、 無 線 機 の 設置 場所 等 の 条件 に より 動作 の 安定 性 、 
通信 距離 に 変化 が 出る 事 が 有り ます 。 実際 の ご 使用 に あたっ て は 事前 に 実地 で 通信 
テス ト を 行なっ て か ら シ ステ ム 全 体 の 最終 的 な 配線 ・ 設 置 を され る こと を 強く お 勧め 致 
し ます 。 又 、 ケ ー ブ ル が 長く な る 場合 は プラ グ 部 分 に 直接 ケー ブル の 重量 負担 が 掛か 
ら な いよ うに 考慮 し て 下さ い 。 


アル イン = 朝 電子 事業 部 
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ゅ 2. 5 ステ レオ プラ グ 


時 交 導 字 疑 に つ ぃ て 
-% 迄 明 宅 。 ?Z 教 (た 用 較 ン 全て , 
更 打 ど 2 条件 上 和 イ < 多 み を 攻 
記 い 3 郊 希 が 月 り #9. > の 時 ば c し し e レプ レー2 
ト - ン の 北 ち を 検 zx あか 約 ( F と い . 


